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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月1日(2015.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの機能ブロックを含むＳｏＣの動作方法において、
　前記少なくとも１つの機能ブロックが、活性化状態から非活性化状態に変わる動作状態
に応答して、前記少なくとも１つの機能ブロックの動作周波数を減少させる段階と、
　前記少なくとも１つの機能ブロックが、前記非活性化状態から前記活性化状態に変化す
る動作状態に応答して、前記少なくとも１つの機能ブロックの動作周波数を増加させる段
階と、を含み、
　前記減少させる動作周波数は、０より大きな周波数であり、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの動作周波数を、非活性化モード動作周波数からウ
ェークアップモード動作周波数に増加させ、前記少なくとも１つの機能ブロックの動作状
態が前記非活性化状態から前記活性化状態に変わった時点から、第１タイム区間が経過す
ると、前記ウェークアップモード動作周波数から活性化モード動作周波数に増加させるこ
とを特徴とするＳｏＣの動作方法。
【請求項２】
　前記動作周波数を減少させる段階は、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記非活性化状態に関連した分周比で前記ＳｏＣ
の基準クロックの周波数を分周する段階を含み、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作周波数を、前記分周した周波数に減少さ
せることを特徴とする請求項１に記載のＳｏＣの動作方法。
【請求項３】
　前記ＳｏＣの動作方法は、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作周波数を前記活性化モード動作周波数に
セッティングする段階をさらに含み、
　前記活性化モード動作周波数は、前記少なくとも１つの機能ブロックの前記活性化状態
に関連した第１クロック周波数であり、
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　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作周波数を、前記活性化モード動作周波数
から前記非活性化モード動作周波数に減少させ、
　前記非活性化モード動作周波数を、前記少なくとも１つの機能ブロックの前記非活性化
状態に関連した第２クロック周波数とすることを特徴とする請求項１に記載のＳｏＣの動
作方法。
【請求項４】
　機能ブロックを含むＳｏＣの動作方法において、
　前記機能ブロックの動作状態が、活性化状態から非活性化状態に、第１変化するかを検
出する段階と、
　検出された前記第１変化に応答して、前記機能ブロックの動作周波数を減少させる段階
と、
　前記機能ブロックの動作状態が、前記非活性化状態から前記活性化状態に、第２変化す
るかを検出する段階と、
　検出された前記非活性化状態から前記活性化状態への前記第２変化に応答して、前記機
能ブロックの前記動作周波数を非活性化モード動作周波数からウェークアップモード動作
周波数に増加させる段階と、
　検出された前記第２変化が終わった時点から、第１タイム区間が経過すると、前記機能
ブロックの前記動作周波数を前記ウェークアップモード動作周波数から活性化モード動作
周波数に増加させる段階と、を含み、
　減少させる前記動作周波数は、０より大きな周波数であることを特徴とするＳｏＣの動
作方法。
【請求項５】
　活性化状態から非活性化状態に、少なくとも１つの機能ブロックの動作状態が変化する
と、前記少なくとも１つの機能ブロックの動作周波数を減少させ、
　前記非活性化状態から前記活性化状態に前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作
状態が変化すると、前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作周波数を非活性化モー
ド動作周波数から第１ウェークアップモード動作周波数に増加させ、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作状態が前記非活性化状態から前記活性化
状態に変わった時点から、第１タイム区間が経過すると、前記少なくとも１つの機能ブロ
ックの前記動作周波数を前記第１ウェークアップモード動作周波数から活性化モード動作
周波数に増加させるクロックコントローラを含み、
　減少させる前記動作周波数は、０より大きな周波数であることを特徴とするＳｏＣ。
【請求項６】
　前記クロックコントローラは、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作周波数をセッティングするために、前記
少なくとも１つの機能ブロックの前記非活性化状態に関連した分周比によって、前記Ｓｏ
Ｃの基準クロックの周波数を分周する分周回路を含むことを特徴とする請求項５に記載の
ＳｏＣ。
【請求項７】
　前記クロックコントローラは、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作状態を検出するモード検出部と、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの検出された前記動作状態に基づいて、複数の分周
比のうちの何れか１つの分周比を選択する選択回路と、を含み、
　前記選択された分周比に基づいて、前記機能ブロックの前記動作周波数をセッティング
することを特徴とする請求項５に記載のＳｏＣ。
【請求項８】
　前記モード検出部は、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの検出された前記動作状態に基づく選択信号を生成
し、
　前記選択回路は、
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　前記選択信号に基づいて、前記複数の分周比のうちの何れか１つの分周比を選択するこ
とを特徴とする請求項７に記載のＳｏＣ。
【請求項９】
　前記複数の分周比を保存するレジスタブロックをさらに含み、
　前記選択回路は、
　前記レジスタブロックから前記複数の分周比のうちの何れか１つの分周比を選択するこ
とを特徴とする請求項７に記載のＳｏＣ。
【請求項１０】
　前記クロックコントローラは、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作周波数をセッティングするために、前記
選択された分周比で基準クロックの周波数を分周する分周回路を含むことを特徴とする請
求項９に記載のＳｏＣ。
【請求項１１】
　前記モード検出部は、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの検出された前記動作状態に基づく選択信号を生成
し、
　前記選択回路は、
　前記選択信号に基づいて、前記レジスタブロックの複数の分周比のうちの何れか１つの
分周比を選択することを特徴とする請求項９に記載のＳｏＣ。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作状態を検出するモード検出部と、
　複数の分周比を保存するルックアップテーブルと、をさらに含み、
　前記ルックアップテーブルは、
　検出された前記動作状態に基づいて、前記複数の分周比のうちの何れか１つを出力し、
　前記クロックコントローラは、
　出力された前記分周比に基づいて、前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作周波
数をセッティングすることを特徴とする請求項５に記載のＳｏＣ。
【請求項１３】
　機能ブロックの動作状態の変化を検出し、前記検出された動作状態の変化に基づいて、
選択信号を生成させるモード検出回路と、
　前記モード検出回路の前記選択信号によって、前記機能ブロックの動作周波数をセッテ
ィングする動作周波数セッティング回路と、を含み、
　前記動作周波数セッティング回路は、
　前記選択信号が、活性化動作状態から非活性化動作状態への変化を示す場合、前記機能
ブロックの前記動作周波数を減少させ、
　前記選択信号が、前記非活性化動作状態から前記活性化動作状態への変化を示す場合、
非活性化モード動作周波数から第１ウェークアップモード動作周波数に前記機能ブロック
の前記動作周波数を増加させ、
　前記少なくとも１つの機能ブロックの前記動作状態が、前記非活性化動作状態から前記
活性化動作状態に変わった時点から、第１タイム区間が経過すると、前記機能ブロックの
前記動作周波数を前記第１ウェークアップモード動作周波数から活性化モード動作周波数
に増加させ、
　減少させる前記動作周波数は、０より大きな周波数であることを特徴とするＳｏＣ。
【請求項１４】
　前記動作周波数セッティング回路は、
　前記機能ブロックの前記動作周波数を前記第１ウェークアップモード動作周波数から第
２ウェークアップモード動作周波数に増加させ、
　前記第１タイム区間が経過した後、
　前記第２ウェークアップモード動作周波数から前記活性化モード動作周波数に増加させ
ることを特徴とする請求項１３に記載のＳｏＣ。



(4) JP 2013-122759 A5 2015.11.19

【請求項１５】
　前記動作周波数セッティング回路は、
　前記機能ブロックの前記動作状態を前記非活性化動作状態から前記活性化動作状態に変
化させた後、第２タイム区間が経過すると、
　前記第１タイム区間が経過する前に、前記動作周波数を前記第１ウェークアップモード
動作周波数から前記第２ウェークアップモード動作周波数に増加させ、
　前記第１タイム区間が経過すると、前記動作周波数を前記第２ウェークアップモード動
作周波数から前記活性化モード動作周波数に増加させることを特徴とする請求項１４に記
載のＳｏＣ。
【請求項１６】
　前記動作周波数セッティング回路は、
　前記機能ブロックの前記動作周波数をセッティングするために、前記機能ブロックの動
作状態に関連した分周比によって、前記ＳｏＣの基準クロックの周波数を分周する分周回
路を含むことを特徴とする請求項１３に記載のＳｏＣ。
【請求項１７】
　前記動作周波数セッティング回路は、
　前記選択信号に基づいて、複数の分周比のうちの何れか１つを選択する選択回路を含み
、
　前記選択された分周比に基づいて、前記機能ブロックの前記動作周波数をセッティング
することを特徴とする請求項１３に記載のＳｏＣ。
【請求項１８】
　前記動作周波数セッティング回路は、
　前記機能ブロックの前記動作周波数をセッティングするために、前記選択された分周比
で基準クロックの周波数を分周する分周回路を含むことを特徴とする請求項１７に記載の
ＳｏＣ。
【請求項１９】
　前記動作周波数セッティング回路は、
　前記複数の分周比を保存するレジスタブロックをさらに含み、
　前記選択回路は、前記レジスタブロックの前記複数の分周比から何れか１つを選択する
ことを特徴とする請求項１７に記載のＳｏＣ。
【請求項２０】
　複数の分周比を保存し、前記複数の分周比のうち、前記選択信号に応答して選択した何
れか１つの分周比を出力するルックアップテーブルをさらに含み、
　前記動作周波数セッティング回路は、選択された前記分周比に基づいて、前記機能ブロ
ックの前記動作周波数をセッティングすることを特徴とする請求項１３に記載のＳｏＣ。
【請求項２１】
　前記動作周波数セッティング回路は、
　前記機能ブロックの前記動作周波数をセッティングするために、前記選択された分周比
に基づいて、基準クロックの周波数を分周する分周回路をさらに含むことを特徴とする請
求項２０に記載のＳｏＣ。
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